
遅咲きの桜も、もう終わりでしょうか。今年の桜を最後の最後まで楽しみたいと思います。そして次は、あっという間に新緑の季節！
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 株式会社 マルセイ 

 浦河町東町うしお1丁目      

 〒057-0005  ℡0146-22-5123 

1、6月4日。札幌国際芸術祭より一足先に楽しいことをしよう！音楽を楽しもう♪ そして、歩行者天国に「賑わいある一日」を町の皆で作りましょう＾＾

 ５０周年記念だった「浦河桜まつり」。今年はう～んと楽しみました。懐かしいお弁当を手に喜んでいたのは和菓子職人の白石さん。練り切りの

仕上がりの違いが歴然だった和菓子のワークショップも、楽しい経験でした。もちろん「桜のトンネル」 は、昼も夜もこんなに美しかったです。 

 

う
ら
フ
ェ
ス
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
こ
ち
ら
で
す
よ
～
♪

音
楽
っ
て
楽
し
い
！
音
楽
が
好

き
な
ら
誰
で
も
参
加
Ｏ
Ｋ
！
と

募
り
、
集
ま
っ
た
総
勢
５
０
名
で

結
成
さ
れ
た 

『浜
町
ス
ト
リ
ー

ト
バ
ン
ド
』
が
、
プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
と
一
緒
に
文
化
会
館
の

大
舞
台
で
演
奏
し
ま
す
。 

  

即
興
音
楽
を
得
意
と
す
る
音

楽
家
・大
友
良
英
さ
ん
の
指
揮

の
も
と
、
一
体
ど
ん
な
音
が
飛

び
出
す
の
で
し
ょ
う
。
ゲ
ス
ト

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
は

も
ち
ろ
ん
、
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
を
継
承

す
る
浦
河
ア
イ
ヌ
文
化
保
存
会

や
、
地
域
で
活
躍
す
る
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
の
み
な
さ
ん
ら
と
共

に
、
一
夜
限
り
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
し
ま
す
。 

  

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、
こ
の
日
の
た
め
に
浜
町
ス
ト

リ
ー
ト
バ
ン
ド
の
み
ん
な
は
毎
週

練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
う

ら
フ
ェ
ス
の
ラ
ス
ト
を
飾
る
総
勢

百
名
近
い
演
奏
者
に
よ
る
大
舞

台
！ 

ど
う
ぞ
、
皆
様
も
こ
の
場

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 うらフェス音楽祭 一夜限りのスペシャルライブ 
＜出演者＞ 

浜町ストリートバンド（友情出演：阿部卓馬）/ 大友良英 / TKO（立花泰彦・小山彰太・奥野

義典）テニスコーツ（さや・植野隆司）/ 浦河アイヌ文化保存会/ひがし町パーカパッションア

ンサンブル/浦河フォークソング倶楽部 / 他町内外で活躍のミュージシャンの皆さん！ 

日時： 6月4日(日) 18：00～20：00 
場所： 浦河町総合文化会館 文化ホール 
チケット：2,000円(高校生1,000円/中学生以下無料) 

写真協力：浦河観光協会 中川貢さん  



 

今
月
は
老
朽
化
し
た
物
置
の
解

体
処
分
と
車
庫
取
り
壊
し
の
ご

相
談
に
も
お
応
え
し
ま
し
た
。 

  

先
ず
は
下
見
に
お
伺
い
し
ま
し

た
。
解
体
に
使
う
重
機
な
ど
は

持
っ
て
い
な
い
当
社
で
す
が
、
私
た

ち
に
可
能
な
仕
事
か
ど
う
か
を
先

ず
は
判
断
。
お
引
き
受
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
３
名
の
ス
タ
ッ

フ
が
担
当
し
て
、
大
切
に
使
用
さ

れ
て
い
た
車
庫
の
解
体
も
無
事
に

終
了
。
ス
ッ
キ
リ
と
片
付
き
ま
し

た
。 

 

長
い
間
、
ご
家
族
が
工
夫
を
施

し
な
が
ら
使
用
し
て
来
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
。
す
っ
か
り
古
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
た
木
造
の
物
置
き
の

解
体
は
、
バ
リ
や
く
ぎ
抜
き
な
ど

の
道
具
を
使
っ
て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

手
作
業
で
解
体
。
丁
寧
に
手
を
か

け
て
建
て
ら
れ
て
い
た
そ
の
分
だ

け
解
体
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
し

た
。
ト
タ
ン
や
木
材
な
ど
、
素
材

別
に
分
別
を
し
な
が
ら
適
切
に
処

分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

数々の資格と経験を持つ社長の従兄のKさんからは学ぶことがいっぱい。ここ一番！という仕事になると応援をお願いして助けてもらっています。 

２ 、ぱわふるとマックスが「液化石油ガス調査員」の資格取得に行ったのは遠い日のこと。最近では、午後になると引き算を間違えるマックスです。 

老
朽
化
し
た 

車
庫
と
物
置
き
の 

取
り
壊
し
と
処
分 

 春の訪れとともに、自宅周りの片付け仕事のご相談をいただいています。自分で

出来そうだけど…でも、やっぱりできないでいる。そんな日常生活の中の小さな困

りごとはありませんか？ 私たちの小さな暮らしのサポート事業は、お客様から大変

喜んでいただいています。そうぞ、お気軽にご相談下さい。 

「困った！」 にお応えします！ 

小さな暮らしのサポートで、お役に立てます 

『家庭の片付け仕事』ご相談ください 

困
っ
て
い
る
と
き 

先
ず
は
ご
相
談
を
！ 

液化石油ガス調査員・石油燃焼機器設備士 

 

マ
ル
セ
イ
に
入
社
し
た

若
者
た
ち
二
人
。
早
い

も
の
で
恭
平
く
ん
が
３

年
目
、
圭
佑
く
ん
は
２

年
目
の
夏
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。 

 

毎
年
夏
期
に
は
、
仕
事

に
必
要
な
資
格
の
取
得

試
験
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
マ
ル
セ
イ

で
す
。 

 

５
月
１２

日
（金
）。
札

幌
市
に
て
「液
化
石
油

ガ
ス
調
査
員
講
習
」を

受
講
し
た
圭
佑
く
ん
。

続
い
て
翌
週
１６

日
に

も
、
「石
油
燃
焼
機
器

設
備
士
」の
試
験
を
受

け
に
札
幌
へ
出
張
。
仕

事
が
終
わ
っ
て
帰
宅
し

た
後
も
、
勉
強
し
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
ま
し

た
！ 

 

■作業は15分ほどで終了し、お客様は無料です。
（調査費用はマルセイが負担しています。） 
 

■不具合が見つかり、安全確保のために交換部品

が必要な場合は、適時交換させていただきます。 
（部品代の請求は、のちほど当社より請求されます。保

安業務員は金銭の取り扱いを一切しません。） 

 

■点検作業の際は、ガスの供給を中断し、台所および

ガス器具の設置場所へ入らせていただきます。ご了承

の上、ご協力をお願いいたします。 

この後、リュックを背負って

高速バスで札幌へと向かい

ました。翌日から２日間、朝

９時から夕方６時まで缶詰

状態で講習を受講した後

に、本試験です！ 

 法律で４年に1度の実施が義務付けられている

「定期保安点検調査」です。日高地区ＬＰガス保

安センターの保安業務員がお宅にお伺いします。 



マルセイニュースの配布やってみようかな・・と思われた方。先ずはマルセイにお電話ください。詳しくは直接お会いしてご説明させていただきます。 

3. 今年はまだ一度も釣りに行けてない私に、「川釣りに行きましょう。歩くし、すぐ痩せますよ」と恭平くん。いやいや、私は赤防希望～！とマックス。 

 
 

お
花
好
き
の
皆
さ
ま
、

嬉
し
い
で
す
ね
。
今
年
も
楽

し
み
な
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
マ
ル
セ
イ
の
花
壇
も
春
の
お
花

が
色
鮮
や
か
に
咲
き
揃
っ
て
来
て
い

ま
す
。 

  

宿
根
草
の
水
仙
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
に

一
年
草
の
パ
ン
ジ
ー
や
デ
イ
ジ
ー
が

加
わ
る
と
彩
り
も
豪
華
に
な
り
ま

す
。
「春
が
来
た
～
」と
実
感
で
き

て
、
可
愛
い
花
が
咲
い
て
い
る
花
壇
を

見
て
い
る
と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
ね

～
。
や
っ
ぱ
り
気
持
ち
が
癒
さ
れ
ま

す
。
毎
年
春
か
ら
秋
へ
と
、
職
場
に

お
花
が
あ
る
環
境
を
整
え
て
く
れ
る

ぱ
わ
ふ
る
さ
ん
、 

い
つ
も
あ
り
が
と
う
♪ 

海・川・山へＧＯ ! 

■ 休日はリフレッシュタイム！

  

「今
週
末
は
ど
こ
に
行
っ
て
き
た

の
？
」。
週
明
け
の
朝
に
若
者
た
ち
に

決
ま
っ
て
聞
く
言
葉
で
す
。
特
に
夏
季

期
間
は
、
休
日
も
し
っ
か
り
と
楽
し
み

た
い
で
す
ね
。
良
く
働
き
よ
く
遊
び
、

そ
し
て
よ
く
食
べ
た
い
の
が
私
た
ち
？

（笑
） 

釣
り
も
登
山
も
大
好
き
な
若
者

た
ち
は
、
休
日
も
早
朝
か
ら
活
動
的
。

海
へ
山
へ
渓
流
へ
と
積
極
的
に
出
か
け
て

は
、
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！ 

  

楽
し
く
仕
事
を
す
る
会
社
で
あ
る
こ

と
。
こ
れ
は
私
た
ち
の
目
標
の
ひ
と
つ
で

す
。
毎
日
を
楽
し
く
す
る
も
し
な
い
も

自
分
た
ち
次
第
。
ど
う
い
う
会
社
に
し

た
い
か
を
考
え
、
そ
の
実
現
の
た
め
に

自
分
た
ち
は
何
を
ど
う
す
る
の
か
。
休

日
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
一

緒
に
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

地区ごとに募集します！ 

■ “ぱわふるさんの花壇”の春 

季節の草花で癒されてます ＾＾ 

自然の中でイキイキと休日を楽しんでいる若者たち。みんな決まってますね～。

背筋がピンと伸びて後ろ姿も凛々しい恭平くんは、この日はアポイ登山かな？ 

う～ん、かわいいです♪ 春になって目にする新緑の「緑色」とお花の「黄色」は、

本当にうれしい色彩ですね～。春って、ウキウキする季節ですよね～＾＾ 

 毎月マルセイニュースを配布して下さる方を募集します。配布しているのは、

東町から堺町までの地域です。もちろん有償でお願いします。適度な運動になっ

て健康にもいいですよ～。☎ 22-5123 までお問い合わせください。 

 

い
つ
も
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
配
布
中
に
お
声
か
け
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

今
回
、
マ
ル
セ
イ
ニ
ュ
ー
ス
を
配
布

し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
毎
月
１
回
、
月

末
の
２２

日
か
ら
２７

日
ま
で
の
期

間
に
配
布
で
き
る
方
に
お
願
い
し

ま
す
。
ご
自
分
の
居
住
地
近
辺
で

可
能
な
範
囲
の
配
布
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
月
に
一
度
、
運
動
も
兼

ね
て
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。 

 

配
達
し
て
い
る
の
は
… 

 

「
堺
町
西
・
堺
町
東
・
向
が
丘
・緑

町
・
栄
丘
・築
地
・昌
平
町
・潮
見

町
・
大
通
り
・入
舟
町
・
常
盤
町
・

旭
町
・東
町
ち
の
み
・東
町
か
し

わ
・東
町
う
し
お
」と
い
っ
た
地
域

で
す
。 

配
布
部
数
や
範
囲
は
、
ご
相
談

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
配
布
中
、
「い
つ
も
あ
り
が
と

う
」
「ご
苦
労
さ
ま
で
す
」 

と
声
を

か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
関
心
の
あ
る
方

は
、
ど
う
ぞ
マ
ル
セ
イ
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 編集中のマックスで～す 



４、アニメーションプロラムを組んでくれた三上あいこさん。さすが大黒座で生まれ育っただけあって、めちゃくちゃ攻めているプログラムです。小山 

舞台あいさつに来て下さる並木愛枝さんは、若松孝二監督の『実録・連合赤軍 あさま山荘への道程』で永田洋子役を演じている女優さんです。 

「世界を変えた未完の映画」をめぐるドキュメンタリー。見どころはまさに”ホドロフスキー という人間”そのもの。 

チリ出身の映画監督であるアレハンドロ・ホドロフスキー監督は今年で88歳。彼が 同じ時代を生きている間に、この

監督の言葉を 聞けることを心底幸せだと感じます。SF好きの方、これを観ずにSFは語れません!  

「失敗してもかまわない、それも一つの選択なのだ」 世界を変えた未完の大作をめぐる、あなたに勇気を与える映画 

『ホドロフスキーのDUNE』 

2013年／アメリカ／90分 監督：フランク・パヴィッチ  

 企画が持ち上がったのは昨年末。まだ何も決まっていない状態から映画祭を企画させてください！と申し出ました。

大黒座の三上ご夫妻と、作家さん、たくさんの人の協力を得て映画祭が実現できることを心から嬉しく思っています。

「うらフェス 」だからこそ実現できた２日間限りの特別上映です。ぜひ、大黒座でご覧ください！ 映画祭担当：小山赤理 

６月３日（土）・４日（日）  会場：大黒座 

うらフェス映画祭 
あなたの世界を変えるかも！？珠玉の映画を集めました！ 

誰でもいずれ向き合わざるを得ない「家族」に登場人物が向き合っていく様子に心がぐわんぐわんと揺さぶられ

る、懐の広い映画です。役者陣の演技も素晴らしく、圧倒されます。とにかく沢山の人に観てもらいた いです！ 

「家族はきっと、他人と作るもの。」  唯一無二の映像ユニット 

 ”群青いろ”が贈る、宝石のようなインディペンデント映画  

『あした 家族』  

2012年／日本／110分 監督：廣末哲万 脚本：高橋泉  

♦ いつか必ず大黒座で上映したいと願っていました。今回上映する 『あした 家族』を、私はこれまでに東京・大阪・札幌と各地で観ています。  

 何度も繰り返し見たいのに、DVDやブルーレイ化しないため映画祭や自主上映会でしか観られないからです。ぜひ、ご覧ください！ 

♦ 『ホドロフスキーのDUNE』は初めて観たときに思わず「最高だ！！」と叫んでしまった、とっても楽しい映画です。自身がパフォーマーで

もあるホドロフスキー監督は、ただ喋っているだけなのに、本当に面白い(笑)。映画で語られるのは1975年頃のお話なので、その時代に

映画や音楽を楽しんだ世代の方にはより一層楽しめると思います。映画館で笑いながらみんなで観たい1本です。 

〈３日〉 
 

 10:00  『あした 家族』              
 ★終了後、特別ゲスト 並木愛枝さんによる舞台挨拶あり 

 13:00  『ホドロフスキーのDUNE』    

 15:00  『現代アニメーション特集』  

 17:00  『ホドロフスキーのDUNE』   

 19:00  『あした 家族』          

〈４日〉 
 

 10:00  『現代アニメーション特集』  

 11:30  『ホドロフスキーのDUNE』     

 13:30  『現代アニメーション特集』    

 15:00  『あした 家族』                   

【チケット】 
 

 1プログラム 1,200円 

 （高校生以下 700円） 
 

 2日間通しチケット2,500円 
 

 お求めは大黒座 

  文化会館2階事務所にて 

 今、アニメーションの世界が熱いのです。イギリス、中国、韓国、日本 から集められたこの作

品群、作家さん達のご縁とご好意で実現しました。わかる・わからないではなく、「わあ！」

「ほおー！」「え・・？」と、強烈な世界観を浴びてみるのはいかがでしょうか？  

かなりレア！あなたの“アニメ”常識を覆す 

    めくるめくアニメーションの世界！ 

〈作品〉 『Fruit Fruit』 Peter Millard （世界で大人気の異端の作家）、『納涼ア ニメ電球

烏賊祭』 にいやなおゆき、 黒坂圭太（武蔵野美術大学教授）『山川景子は振り向かな

い』(映画版はこれが世界初公開！)、 『WONDER』 水江未来（ベルリン映画祭他 各種映画

祭ノミネート・受賞歴多数） この作品のみ、大黒座だから可能な35mmフィルムでの上映！他  

♦ 『現代アニメーション特集』は、「東京でこのプログラムなら、満席必須なのでは？！」と思うほどの珍しいラインナップです。 

 全部で短編アニメ8本の予定ですが、日本のみならず世界的にも数々の賞を受賞した注目の (あるいは新作の！)作品ぞろい。  

『現代アニメーション特集』  

 韓国の作家 Hong 

Hak-soonさんが 

うらフェスに 

送ってくれました！ 

                                出演：並木愛枝、結、廣末哲万ほか 

 超豪華ラインナップ！ 

全てのアニメ作品は大黒座 

三上さんの次女・三上あいこ

さんが選びました。 

出演：アレハンドロ・ホドロフスキー、ミシェル・セドゥー、H・R・ギー ガー 他 



浦河が大好きなんですね＾＾ 「うらフェス楽しそうですね。この機会に浦河に帰ります！」と、この日に合わせて帰省？する人が何人もいますよ♪ 

10：00～17：00 

うらフェス歩行者天国 
＊出店者の営業は16：00頃まで 

６月４日（日）  

  浜町通り 

◆うらフェスマーケット＆ギャラリー  
雑貨販売、飲食出店、ワークショップ、フリーマーケット、美術展示、ビアガーデン、 

特設ステージライブ、浜町ストリートバンドによる練り歩き、引き馬＆馬車体験ほか多彩な出店！ 

鮭明太いくら丼（数量限定） 

特設ステージで歌ってくれます！ 

苔玉 

ばふんペーパー 

●野外特設ステージでは、浦河フォークソングクラブの方々をはじめ多数の参加者によるステージが！浦河盆栽同好会による苔玉盆栽作りのワークショップ、ばふんペーパー作りの体験

コーナーもあります。 キャリア教育のひとつとして総合学習の時間に取り組んでいる浦河小学校６年生（３０名）は、『煌めき商店～浦小、だがし始めました～』という店名で駄菓子屋さんを出

店！店名も商品も自分たちで決めて、販売用のポップ作りも進行中。浜町通り商店街の味よしさんでは、うらフェス特別メニューとして「鮭明太子いくら丼」を考えてくれました。お楽しみに！ 

●浦高生の「映像グループ」によるオリジナルPR映像も完成！Weｂ上でうらフェスPRに一役かっています。歩行者天国会場を華やかに飾ります！ チームUが企画した「さんかくの布で浜町

のかざりを作ろうパーティ」では３０本ほどのガーランド（△布の飾り）が完成！武田電気さんのご協力で飾りつけされます。浦高写真部は旧えびす湯さんのお風呂場で写真展を！ただいま、

作品の仕上げに取り組中～。浦河のソウルフード「かつめし」をPRするトートバッグだって作れます♪いろいろなワークショップが体験できますよ～。みなさん、お楽しみに♪ 

浦高映像グループ 作 浦高写真部 

「うらフェス」 ポスター＆リーフレット他デザイン担当：小野寺千穂デザイン事務所 

５、 「うらフェス」について、フェイスブックやツイッターなどのＳＮＳで随時情報発信しています。「うらフェス」で検索！そちらもぜひ、ご覧ください。 

浦河小学校６年生 

「チームＵ」ガーランド完成！ 



６. ずいぶん昔に、四国の山奥に民家を改装して暮らす外国人がいるというのをテレビで見ました。今思うと、それがアレックスさんでした。 社長 

名もない街の裏通りは何度歩いても飽きません。記憶にずっと残ります。「何もない魅力」がある風景は、かつて日本にはそこらじゅうにありました。本文より 

 最近読んだ 

   本の中より… 

 世界における総売上の規模を比較すると、石油とガスの４０２０億ドル＝４６兆

円に対し、観光業は１兆３００億ドル＝１１８兆円です。パソコンが約２２兆円。

つまり、産業としての観光業の規模はパソコンのみならず、なんと石油・ガスより

も大きいのです。観光資源の豊富な日本が、この分野を開拓できれば従来の産業に

は望めないような大飛躍だって期待できるのです。（本文より） 

社
長 

 

日
本
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
き
た
ア
メ

リ
カ
人
、
ア
レ
ッ
ク
ス
・カ
ー
さ
ん
。
四

国
の
山
奥
祖
谷
に
か
や
ぶ
き
屋
根
の

庵(

い
お
り
）を
持
ち
、
京
都
の
町
屋
再

生
や
地
域
の
古
民
家
再
生
を
手
が
け

て
き
ま
し
た
。
書
家
で
も
あ
り
、
故
白

洲
正
子
さ
ん
に
日
本
美
術
を
学
び
ま

し
た
。
冒
頭
の
文
に
続
け
て
著
者
は
こ

う
書
い
て
い
ま
す
。 

   

し
か
し
現
状
を
見
る
と
、
観
光
業
で

日
本
は
世
界
に
出
遅
れ
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
「日
本
は
他
の
ア
ジ

ア
諸
国
よ
り
進
ん
で
い
る
の
だ
」
と
い
う

意
識
は
、
日
本
人
の
間
に
は
ま
だ
根
強

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
観
光
業
に
関

し
て
は
諸
外
国
の
方
が
ず
っ
と
発
展
し

て
い
ま
す
。
（中
略
）ア
ジ
ア
諸
国
は

刻
々
と
進
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
中
国

で
す
ら
み
ん
な
が
「ヘ
ン
だ
」と
思
う
こ

と
は
少
し
ず
つ
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
、
最
も
変
わ
ら
な
い
の
は

日
本
な
の
で
す
。
（
本
文
よ
り
） 

  

著
者
は 

「観
光
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」と
い

う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
い

う
と
こ
ろ
が
日
本
は
遅
れ
て
い
る
の

か
、
悪
く
な
り
続
け
て
い
る
の
か
を
記

し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

◆
な
ぜ
名
だ
た
る
観
光
名
所
で
も
電

線
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
の
か
…
先

進
国
で
は
地
下
埋
設
が
標
準
で
、
費

用
は
電
力
会
社
が
負
担
。
北
京
、
上

海
も
徹
底
し
た
地
下
埋
設
。 

  

◆
な
ぜ
山
の
い
た
る
所
に
携
帯
電
話

基
地
局
が
立
っ
て
い
る
の
か
…
ア
メ
リ

カ
で
は
通
信
会
社
が
基
地
局
を
共
有

す
る
。
景
観
に
対
す
る
「迷
惑
料
」と

し
て
電
話
会
社
に
課
税
す
る
自
治
体

も
あ
る
。 

 

◆
な
ぜ
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
看
板
が
立
っ
て
い
る
の

か
…
看
板
を
規
制
し
て
も
経
済
が
停

滞
し
な
い
こ
と
は
ハ
ワ
イ
な
ど
で
証
明

済
み
。
注
意
書
き
の
看
板
の
多
さ
は
、

大
人
を
子
ど
も
扱
い
し
て
い
る
よ
う
な

も
の
。 

  

◆
な
ぜ
真
っ
白
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
の

工
事
を
見
直
さ
な
い
の
か
…
必
要
な

工
事
は
も
ち
ろ
ん
す
べ
き
だ
が
、
他
の

先
進
国
は
景
観
と
環
境
に
配
慮
す
る

技
術
を
、
こ
の
数
十
年
進
化
さ
せ
て
き

て
い
る
。 

  

◆
な
ぜ
街
路
樹
を
忌
み
嫌
う
の
か
…

「自
然
を
愛
し
て
い
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
る
日
本
で
落
ち
葉
が
こ
ん

な
に
嫌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
不

思
議
。 

 

◆
な
ぜ
戦
後
に
計
画
さ
れ
た
杉
植
林

を
、
こ
れ
だ
け
の
人
が
花
粉
症
に
悩
ん

で
い
る
の
に
止
め
な
い
の
か
…
一
面
が

紅
葉
と
い
う
景
色
は
本
当
に
な
く
な

り
ま
し
た
。
日
本
か
ら
「四
季
」は
な

く
な
る
で
し
ょ
う
。 

  

こ
う
し
て
列
挙
し
て
く
る
と
中
に
は

自
分
の
仕
事
が
ケ
チ
を
つ
け
ら
れ
て
い

る
、
と
感
じ
ら
れ
た
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
意
図
は
あ
り
ま
せ

ん
。
著
者
も
、
イ
ン
フ
ラ
の
建
設
や
看

板
が
必
要
な
場
所
を
当
然
認
め
て
い

ま
す
。
「た
だ
し
、
そ
れ
に
は
適
切
な

整
理
と
管
理
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」と
付

け
加
え
て
い
ま
す
。 

  
本
書
が
面
白
か
っ
た
の
で
、
ア
レ
ッ
ク

ス
さ
ん
の
最
初
の
本 

『美
し
き
日
本
の

残
像
』も
手
に
し
ま
し
た
。
そ
ち
ら
に

書
か
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
１
９
７
１
年

（昭
和
４
６
）の
夏
、
ア
レ
ッ
ク
ス
さ
ん
は

１
９
才
の
と
き
北
海
道
か
ら
九
州
ま

で
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
の
旅
を
し
ま
し
た
。
そ

の
と
き
宿
に
泊
ま
っ
た
の
は
た
っ
た
の
３

日
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
は
出
会
っ
た
人

の
家
に
泊
め
て
も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

「そ
の
と
き
、
日
本
人
の
親
切
さ
に
深

く
心
打
た
れ
た
」
と
同
時
に
、
日
本
の

自
然
の
美
し
さ
に
出
会
い
ま
し
た
。

「そ
の
こ
ろ
の
日
本
の
自
然
を
思
い
出

す
と
涙
が
出
て
き
ま
す
」と
ア
レ
ッ
ク
ス

さ
ん
は
書
い
て
い
ま
す
。
最
後
に 

『美

し
き
日
本
の
残
像
』
か
ら
、
も
う
一
度

ご
紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
２
５
年
前

に
書
か
れ
た
文
章
で
す
。 

  

日
本
の
自
然
は
ま
さ
し
く
「神
」が
た

だ
よ
う
聖
域
で
し
た
。
火
山
性
の
山
と

豊
か
な
雨
林
の
た
め
に
、
日
本
は
た
ぶ

ん
世
界
で
も
最
も
美
し
い
国
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
の
自
然
が
、
も
う
過

去
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
僕
に
と
っ
て
は
そ
の
日
本
の
自
然
の

美
し
さ
が
心
に
深
く
残
っ
て
い
て
、
た
と

え
８
０
才
に
な
っ
て
も
、
１
０
０
才
に

な
っ
て
も
永
遠
に
僕
の
心
か
ら
消
え
去

る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。 

                           

（本
文
よ
り
） 

 

『ニッポン景観論』 と 『美しき日本の残像』  
      著者 ： アレックス・カー Alex Kerr （1952～）  

祖谷に出会った頃の著者 

観光地でも遠慮なく掲げられている多数の看板 

右はスッカラカンに枝払いされた、日本の街路樹。

左は緑が青々として美しい上海の街です。 

仲間と共に再生した古民家のかやぶきの前で 



 やっぱり旬の食材は文句なしにおいしいということでしょう。

「筍がおいしかった！」というコメントが多かったですね～。筍

のシャキシャキとした歯ごたえをカレーうどんに加えて楽しみ

ましたが、この日は「筍ご飯」も一緒に炊いて食べてました。

若者たちには、ガッチリと食べてもらわなくっちゃね～(^^♪ 
 

 ところで、出始めた地物野菜の中から選んだ長ネギ！おい

しかったですよ～。柔らかくておいしくて安価なので、ぜいた

くにどっさりと入れました。写真を見てお分かりのように、社長

以外はたくさん食べそうな若者たちとあって、大きな鍋でドー

ンと作りました。でも、さすがに多かった～！（笑） 「一日寝か

せて、おいしそうですね」と言ってくれたのはやさしい恭平く

ん。こうして翌日のお昼にもカレーうどんを楽しんで、見事に

完食！このレシピ、インスタントラーメン名人の社長だってお

いしく作れそうです。次回はよろしくね、社長～＾＾ 

「寒い冬に食べたかったね～」とぱわふるさん。そうですよねー。でも、暑い夏に汗だくになりながらフーフー言いながら食べるのもいいかも！笑

７. 美味しい筍は、毎月マルセイニュースを読んでいただいている茨城県の農家の方からの贈り物 ♥ ごちそうさまでした！贅沢にいただきました＾＾ 

●材料 （２人前） ●作り方 （参照 楽天レシピ 和風カレーうどん） 
 

1、豚肉は食べやすく切り、玉ねぎは薄切りにします  

  

2、だし汁を取り、調味料を加えて煮立て、玉ねぎ、豚肉  

  を加えて煮ます。 

 

3、火が通ったらカレールーを加えて少し煮ます。 

  味をみてお好みで＊を入れるとまろやかになります。 
 

4、火を止めて水溶き片栗粉を入れ、へらでとろみをつ 

  け、再び中火にかけへらで焦がさないように鍋底から 

  良く混ぜます。  
 

5、 別鍋にお湯を沸かしうどんをさっとゆでます。 
 

6、うどんを器に盛り、4をかけて斜め切りにした細ねぎを 

  散らして出来上がり～！  

前日に残ったカレーと和風だしで作ってもおい

しいカレーうどんが楽しめますよ。お試しを＾＾ 

 午後からはみんなで取り組む外仕事が控えていた忙しい日

のランチタイム。時間に間に合うように…と考えて「カレー

うどん」を作りました。いただきものの「筍」と地物の柔ら

かい長ネギ、薄切り肉もたっぷり。おまけに油揚げも入れて

具だくさんのカレーうどんの完成～！手軽に楽しめます＾＾ 

ガスでおいしくクッキング 

■ 豚薄切り肉 （しゃぶしゃぶ用）   90ｇ 

■ ゆでうどん             2玉 

■ 玉ねぎ               １個 

■ カレールー（中辛）        60ｇ 

■ 細ネギ               適量 

  この日は、「筍」と「油揚げ」も入れました。 

試食した人 今日の料理は★いくつ？（最高★３個） 

社 長 
（３．０） 

 ★★★ 

「筍」、おいしいね。 

ぱわふる 

（２．５） 

 ★★★ 

ふつう～。今日が寒い日で良かったね＾＾ 

エイジくん 

恭平くん 

圭佑くん 

（３．０） 

 ★★★  

  おいしいです。 

      「筍」が良いですね。 

         具だくさんで美味しいです。 

武藤くん 

古森くん 

（３．０） 

 ★★★  

みなさんにコメント取られちゃいました～＾＾ 

旬の「筍」、ホントおいしかったです。 

 

マックス 

（３．０） 

 ★★★  

うれしい高得点！頂き物の筍をたっぷり入れて

旬の味を楽しみました。感謝ですね～♥ 

ぱわふるさんの思いやりにより、あ

る日突然登場！「マルセイ売店」

です。お店で買うより安い！箱の

中には、各種カップラーメンがとり

揃っていまーす （＾＾） 

だし汁    500ｃｃ  

しょうゆ   大さじ1 

酒      大さじ1  

砂糖    大さじ1           

片栗粉+水 各大さじ1  

＊お好みでめんつゆ（隠し味） 適量      

 
 

◆ 

調
味
料 

ちょっと肌寒い日が続いたので、

カレーうどんを喜んでもらえて良

かった～。２日続いても、喜んで

食べてくれてありがとう！あ～あ

～、また食べ過ぎちゃうね・・・ 



 

  

満
５
９
才
に
な
り
ま
し
た
。
数
え
で
６
０
才
。

来
年
で
還
暦
で
す
。
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
す
よ
ね
、

自
分
が
そ
ん
な
年
に
な
っ
た
な
ん
て
。
思
え
ば

遠
く
へ
来
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ま
わ
り

の
人
生
の
先
達
の
方
々
か
ら
み
る
と
、
ま
だ
ま

だ
若
い
！ 

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。 

「七
十
才 

オ
ラ
の
村
で
は 
青
年
部
」と

い
う
川
柳
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
ま
だ
ま
だ

元
気
で
働
き
ま
す
。 

  

若
い
頃
と
今
を
較
べ
て
何
が
違
う
か
と
い
う

と
、
私
の
場
合
は
な
ん
と
い
っ
て
も
〝
鈍
く
〟

な
っ
た
こ
と
で
す
。
い
ま
で
も
小
心
者
に
は
変

わ
り
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
昔
の
よ
う
に

は
深
く
悩
ん
だ
り
傷
つ
い
た
り
出
来
ま
せ
ん
。

成
長
し
た
か
ら
悩
ま
な
い
の
で
は
な
く
て
悩
み

続
け
る
体
力
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
無
い
。
辛
い
と

き
も
あ
っ
た
け
ど
悩
ん
で
い
た
若
い
こ
ろ
が
懐

か
し
く
も
あ
り
ま
す
。 

  

６
月
３
〜
４
日
の
「う
ら
フ
ェ
ス
映
画
祭
」で

上
映
さ
れ
る
映
画 

『
あ
し
た
家
族
』
は
、
そ
ん

な
悩
め
る
若
者
た
ち
を
描
い
た
す
ば
ら
し
い

作
品
で
す
。
「
群
青
い
ろ
」と
い
う
聞
き
慣
れ

な
い
二
人
組
に
よ
る
製
作
で
す
が
、
傑
作
で

す
。
家
族
の
物
語
を
撮

る
映
画
監
督
で
は
山
田

洋
次
さ
ん
や
是
枝
裕
和

さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
わ
た
し
も
大
好
き

で
両
人
の
映
画
も
た
く

さ
ん
見
て
い
ま
す
が
、

『
あ
し
た
家
族
』
に
は
か

な
い
ま
せ
ん
。
こ
の
映
画

を
い
つ
か
浦
河
で
み
な

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
見
た
い
と
２
０
１
３
年
発
行

の
マ
ル
セ
イ
ニ
ュ
ー
ス
で
ご
紹
介
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
日
が
来
ま
し
た
。
う

れ
し
い
で
す
。 

  

「
う
ら
フ
ェ
ス
映
画
祭
」で
上
映
さ
れ
る
も
う

一
本
の
映
画 

『ホ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
の
Ｄ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
』

は
、
打
っ
て
変
わ
っ
て
老
人
の
映
画
（笑
）。
ホ
ド

ロ
フ
ス
キ
ー
と
い
う
御
年
８
５
才
に
な
る
お
じ
い

さ
ん
を
撮
っ
た
映
画
で
す
。
８
５
才
で
現
役
バ

リ
バ
リ
の
映
画
監
督
。
４
０
年
前
、
出
世
作
と

な
る
は
ず
だ
っ
た
映
画
が
あ
ま
り
に
も
時
代
の

先
を
行
き
す
ぎ
て
い
て
中
止
と
な
り
ま
す
。
し

か
し
そ
の
未
完
の
映
画
は
、
『ス
タ
ー
・ウ
ォ
ー

ズ
』 

『
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
』 

『ブ
レ
ー
ド
・ラ
ン

ナ
ー
』 

『風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
』な
ど
数
々
の

作
品
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
「失
敗
が
な
ん
だ
。
そ
れ
が
ど
う
し
た
？
」

と
い
う
８
５
才
の
ホ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
の
姿
に
、
勇

気
が
湧
く
こ
と
請
け
合
い
で
す
。 

  

 
６
月
３
〜
４
日
の
映
画
祭

を
含
め
、
６
月
４
日
は
、
浜
町

通
り
を
中
心
に 

「う
ら
フ
ェ

ス
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
テ
ニ

ス
コ
ー
ツ
が
参
加
さ
れ
る
こ
と

も
ス
ゴ
い
こ
と
で
す
が
、
大
友

良
英
さ
ん
は
か
つ
て
何
度
も
浦
河
に
来
ら
れ

ラ
イ
ブ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
も
そ
の
と

き
の
強
烈
な
サ
ウ
ン
ド
が
忘
れ
ら
れ
な
い
一

人
で
す
。
「あ
ま
ち
ゃ
ん
」の
テ
ー
マ
曲
で
一
躍

有
名
に
な
り
ま
し
た
が
、
元
々
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

と
て
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
音
楽
家
で
、
今

回
は
町
の
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
音
楽
を
つ
く

り
上
げ
る
と
い
う
企
画
で
す
。
う
れ
し
い
で

す
。
と
い
う
わ
け
で
６
月
初
め
の
２
日
間
、
わ

た
し
も
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
こ
の
お
祭
り

を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
浜
町
通
り

で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。 

8、 楽しみにしていらっしゃる皆さん、お待たせしました！今月のぱわふる日記も 「おもしろい」ですね～他にも書ききれないほどあるようです。笑 

さ の ぱわふる日記 
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社
長
の
ち
ょ
っ
と
長
い
コ
ラ
ム 

浜
町
通
り
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う 

夏季期間 （４月～９月） 定休日： 日曜・祝祭日 営業時間 ８：１５～５：１５ 土曜３：００ 

5/28日～6/23まで 『人生 フルーツ』の上映決定！ぜひ見ていただきたい映画です。最近の大黒座さんの上映ラインナップが素敵すぎ❤マックス 

『あした家族』 

 

今
月
は
、
マ
ル
セ
イ
に
関
わ
る
人
た
ち
の
お
も
し
ろ
い
お
話
… 

  

マ
ル
セ
イ
の
Ｓ
ち
ゃ
ん (

Ｓ
ち
ゃ
ん
と
言
っ
て
も
社
長
を
は
じ
め

４
人
該
当
者
あ
り)

。
お
客
様
の
お
宅
を
訪
問
し
た
時
に
「タ
ン
ス

を
一
棹
処
分
し
て
ほ
し
い
の
」
と
依
頼
さ
れ
、
確
認
の
た
め
に
復

唱
。
「
は
い
、
分
か
り
ま
し
た
。
タ
ン
ス
一
つ
に
竿
一
本
で
す
ね
！
」 

お
客
様
「い
や
い
や
タ
ン
ス
一
棹
だ
よ
」。
Ｓ
ち
ゃ
ん
の
心
の
声
【あ

れ
れ
？
タ
ン
ス
っ
て
一
さ
お
・二
さ
お
っ
て
数
え
る
の
～
？
？
】 

  

あ
る
家
庭
の
息
子
の
お
話
… 

高
校
を
卒
業
し
、
勤
務
先
の
上

司
に
「
兄
弟
は
い
る
の
か
い
？ 

息
子
「
は
い
、
い
ま
す
。
」 

上
司

「何
番
目
だ
」 

息
子
「は
い
、
自
分
は
次
男
で
す
。
」 

上
司
「そ
う

か
、
お
兄
さ
ん
が
い
る
ん
だ
ね
」 

息
子
「い
え
、
姉
で
す
。
」 

上
司

「そ
し
た
ら
君
は
長
男
？
」 

二
番
目
に
産
ま
れ
た
の
で
十
八
歳

ま
で
次
男
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
し
い
…
。 

  

続
い
て
、
何
や
ら
電
話
で
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
人
… 

ど
う
も

カ
タ
カ
ナ
言
葉
の
よ
う
で
一
字
一
句
確
認
し
て
い
る
様
子
。
す
る

と 

「【な
に
ぬ
ね
の
】
の
【ま
】で
す
よ
ね
？
」と
、
本
人
は
真
剣
に

話
し
て
い
る
の
で
す
が
、
周
り
の
人
た
ち
は
大
爆
笑
！ 

電
話
の

相
手
の
困
惑
し
て
い
る
様
子
に
、
や
っ
と
本
人
も
気
づ
い
た
よ
う

で
、
「え
？
私
、
今
な
ん
て
言
っ
て
ま
し
た
？
」。 

  

仕
事
が
終
わ
り
携
帯
メ
ー
ル
の
返
信
を
し
て
い
る
人
あ
り
… 

「ち
ょ
っ
と
聞
い
て
も
い
い
？
【し
ず
む
】っ
て
言
う
漢
字
な
ん
だ
け

ど
沈
没
と
か
の
し
ず
む
以
外
に
ど
ん
な
字
が
あ
る
か
な
？
」 

私

「ど
ん
な
時
に
使
い
た
い
の
？
」 

「
今
、
私
が
ク
ー
ラ
ー
の
下
で
し

ず
ん
で
い
る
様
子
を
伝
え
た
い
の
！
」 

私
「
あ
の
さ
～
そ
れ
は

【し
ず
む
】じ
ゃ
な
く
て
【
す
ず
む
】
っ
て
言
う
の
！
」 

山
奥
で
育
っ

た
彼
女
、
な
ま
り
な
の
か 

“
涼
む
”
を 

“
し
ず
む
”と
思
っ
て
い
た

ら
し
い
。 

  

転
勤
で
浦
河
に
移
動
し
て
き
た
お
客
様
と
あ
る
人
の
会
話
… 

「ど
ち
ら
か
ら
い
ら
し
た
の
で
す
か
？
」 

「
羅
臼
で
す
。
」 

「
あ
ら

～
そ
う
で
す
か
、
日
本
人
は
い
る
ん
で
す
か
？
」 

こ
の
人
、
完
全

に
羅
臼
を
北
方
領
土
の
ど
こ
か
と
勘
違
い
し
て
る
！  

  
因
み
に
私
が
失
言
し
た
時
は
、
怯
え
て
誰
も
指
摘
で
き
な
い
よ

う
で
す
。
先
日
も
完
全
に
間
違
え
て
い
た
ら
し
く
、
後
か

ら
社
長
が
、
「教
え
て
あ
げ
る
。
恭
平
と
確
認
し
た
け
ど
本

当
に
言
い
間
違
え
て
い
た
よ
。
で
も
、
恭
平
と
二
人
だ
け
の

秘
密
に
し
よ
う
と
話
し
た
ん
だ
よ
ね
～
」っ
て
、
社
長
～
！ 

私
に
言
っ
た
ら
秘
密
に
な
ら
な
い
っ
て
！ 


